
京都に米軍基地いらない府民の会

京
丹
後
市
へ
の
米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
レ
ー
ダ
ー
配
備
計
画

で
、
８
月
１
日
、
府
庁
内
で
山
田
府
知
事
と
中
山
京
丹
後

市
長
は
会
談
を
行
い
、
中
山
市
長
は
、
「
住
民
の
安
心
・

安
全
（
１
０
項
目
）
に
つ
い
て
政
府
が
し
っ
か
り
対
応
す

る
な
ら
、
必
要
な
協
力
は
で
き
る
」
「
国
益
に
協
力
す
る

の
は
道
理
だ
」
と
、
事
実
上
の
受
け
入
れ
の
表
明
を
し
ま

し
た
。

山
田
府
知
事
も
「
総
理
と
米
大
続
領
が
決
定
し
た
防

衛
の
問
題
に
、
自
治
体
が
□
を
出
す
の
は
違
う
」
「
一
番

尊
重
す
べ
き
は
京
丹
後
市
の
意
見
だ
。
き
ち
ん
と
対
応

し
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

米軍レーダー基地がどういう

もので、それを設置したらどう

なるのかということが、未だに

明らかにされていません。米軍

の居住地をどこにするのか、あ

るいはレーダー照射の影響など

についても、まともな回答はあ

りません。

国（防衛省）は、根拠を示さ

ず、抽象的な答えしかしていま

せん。７日に開催された住民説

8/7説明会を報道
する毎日、京都等

地元から反対相次ぐ

米軍レーダー基地

明会や８日に開催された全員協議会でも、地元住民の安心・安全の

不安は解消されていません。府知事や京丹後市長の「受け入れ」見

切り発車は、住民の意見を無視した本末転倒の表明といわねばなり

ません。「住民の安心・安全」というなら、それを徹底的に追求す

るのが知事や京丹後市長のとるべき姿勢ではないでしょうか。

京都に米軍基地いらない府民の会

【合意】2013年2月22日の日米首脳会議、京丹後市

経ケ岬にＸバンドレーダーの配備が決められる。

【計画】全国で133番目の米軍基地を設置。米軍人・

軍属合わせて160人が配属される。

【Ｘバンドレーダーって何？】

米国がミサイル防衛にお

ける監視用や迎撃ミサイル

のための目標捕捉のために

開発したもの。強力な電磁

波を数千キロ先まで照射するので、人が浴びれば

危険といわれています。レーダー周辺は１５０ｍ

の立ち入り禁止区域や、飛行機に対して半径

６㌔、高度６㌔もの飛行制限が設定されます。

レーダー本体のほか、発電機や冷却装置などのユ

ニットから構成され、車両による移動が可能。

【目的】Ｘバンドレーダーは米国本土防衛のためのミ

サイル防衛システムと一対のもので、米国防衛が

目的です。

【説明】地元で繰り返し説明会が行われ、京都府が４

回も防衛省に説明を求めていますが、世界に7台

しかない最高機密のレーダーあり、防衛省からは

抽象的な回答しか得られていません。市長や知事

の容認姿勢が報道された後も、住民から多くの疑

問や不安がだされ、反対運動が高まっています。

【不安】京都でも米軍人・軍属による犯罪が多発する

のではないか。電磁波で健康や生活に影響。丹後

地域が攻撃目標にされるなど。（裏面に詳細）



京都に米軍基地いらない府民の会

「安全安心は譲れない」（知事）

なら、配備反対しかない！

京都に米軍基地いらない府民の会

京丹後市長は、「受け入れ」前提の条件として、①

事件・事故の発生や健康・環境への披害の恐れがある

場合の責任ある対応、②生活・産業に対する影響への

対策、③日米地位協定の見直し検討など、１０項目を

挙げ確認を求めるとしています。その問題点をポイン

トをしぼって指摘しておきます。

＊ 米軍基地設置については、「日本環境管理基準」

（ＪＥＧＳ）があり、これに基づいて環境評価を行

うべきなのに、無視され続けています。環境や暮ら

し・健康への影響など、アメリカで当然のごとく行

われている環境評価を必ず事前に行い、結果を公表

すべきです。

＊ 水問題では、なぜ５０トンの水が必要なのか、どう

使われているのか、１日５万リットルとされる水の

必要量について使い方を明らかにし、先行配備され

た車力の米軍レーダー基地での水質データも提示す

べきです。

＊ 飛行制限区域についても、ドクター・ヘリや救難ヘ

リの運用に関わって、「緊急停波」する場合の手順

や具体的な確認書など、提示すべきです。

＊ 「地位協定の見直しの検討」では、政府・防衛省が

いくら約束しても、この間の沖縄をはじめとする米

軍基地の現状をみれば、もはや「地位協定」そのも

のが問題となっており、まったく信用ならないこと

は明らかです。派出所の設置についても、米兵犯罪

に対して基地の中は治外法権であり、基地の外でも

「公務中」として免責され、日本政府は何も手出し

をできません。住民の安全安心確保は警察官の配置

だけでは不可能です。

京丹後市に要請する「丹後連絡会」

と「府民の会」の代表

６月15日に京丹後市の「平」海

水浴場・駐車場で500人の集会

京都に米軍基地いらな

い府民の会

【連絡先】
京都市中京区壬生仙念町30-2

ラボール京都５階 京都総評

内京都共同センター気付

電話075-801-2308

Fax 075-812-4149

８月１日、「京都に米軍基地いらない府民

の会」が緊急要望書の申し入れと設置反対

署名（第二次分）１９，１５６筆を提出。

引き続き署名をあつめています。ぜひご協

力ください。署名用紙は「京都総評」の

ホームページの「府民の会」のボタンから

アクセス、ダウンロードができます。

「http://www.labor.or.jp/sohyo/」

署名やカンパ、宣伝
など、できることで

街頭での
署名行動ス

テ
ッ
カ
ー
貼
り
出
し


